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 3. 日常生活について 

 3.1 患児や家族は日常生活で何に気をつけなければなりませんか。どのような定期受診が必要
ですか？ 
多くは自然に治癒し、問題が続くことはありません。ただし少数ですが、重症または持続する
腎障害があるような場合には最終的に腎不全になる可能性があります。一般的には子どもさん
も家族も普通の日常生活を送ることができます。
治癒してから半年程度までは尿検査が行われます。これは発症から数週間から数ヶ月後でもお
こってくることのある腎障害を発見するためです。

 3.2 学校にいってもいいですか 
病気が落ち着くまでは運動制限を行い、安静を保つ必要があります。病状が落ち着いた後は登
校を再開することもできますし、これまで通りの生活、健康な友人と同じ活動ができます。子
どもにとっての学校は大人にとっての仕事と同じです。つまり自立と自活の方法を学ぶ場所で
す。

 3.3 運動はできますか？ 
特に運動の制限はありません。そのため、一般的には運動への参加は勧められます。もし関節
症状がある場合は、運動による怪我を避けるように体育の先生に伝えて下さい。機械的なスト
レスは炎症のある関節にはよくありませんが、ちょっとした怪我は、疾患を理由に友人と運動
する機会を失うことによる精神的なダメージよりずっと小さいものです。

 3.4 食事制限はありますか 
食事が病気に影響を与えることはありません。一般的に子どもは年齢に応じたバランスのとれ
た食事をするべきです。健康的でバランスのとれた(蛋白、カルシウム、ビタミンの含まれた)
食事が成長期の子供たちには必要です。ステロイドは食欲増進作用があるので、ステロイドの
飲んでいるときには食べ過ぎには気をつける必要があります。
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 3.5 天気が症状に影響を及ぼすことはありますか？ 
そのようなデータはでていません。

 3.6 ワクチンの投与はしてもいいですか？ 
ワクチン接種は延期する必要がありますが、再開時期についてはかかりつけ医と相談しましょ
う。概して、ワクチンが症状を悪化させたり、副作用を引き起こすこともありません。高用量
の免疫抑制薬や生物学的製剤を使用しているときは、理論的には感染してしまう危険性がある
ので、生ワクチンはさけるべきです。

 3.7 妊娠は可能ですか 
通常の性活動や妊娠には何の制限もありません。しかし投薬治療を受ける際には胎児に影響が
あるかもしれないので、起こりうる副作用について充分注意しておくべきです。家族計画や妊
娠に関しては主治医の先生に相談しましょう。
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